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過去に 2 回、わずか 8 日という短

い期間ではありましたが、横浜ＹＭ

ＣＡの主催するミャンマーボラン

ティアの旅へ参加する機会に恵ま

れました。当時、22、23 歳だった

私は、看護師経験を活かすというよ

り、「とにかく自分のできることを

したい！」という思いで参加を決意

しました。この活動を通し、私が体

験し、強く感じたことをお伝えした

いと思います。 
１ 現地での医療活動 
 最も多い疾患は、マラリア・結

核・皮膚炎・中耳炎でした。 
マラリアのため脾臓が腫れあが

り極度の貧血状態の人、４０度近い

高熱からフラフラの状態となって

いる人、結核のため激しい咳を繰り

返している人、皮膚病のため手や足

に無数の発疹ができている人が大

勢いました。 
 そのような中で、看護師の仕事は、

まず、その場で薬を飲ませ、数日分

の薬を分包し、片言のミャンマー語

で薬の説明をしながら患者様に渡

すことです。また、手や足、体を清

拭し軟膏を塗ること、必要があれば、 

 
腫れ物のウミを出したり、抜糸、海

蛇に噛まれた後の外傷処置なども

医師と協力し行いました。 
8 日間の行程のうち大半の時間が

移動に費やされるため、診療にあた

ることができる時間は、わずか 3 日

間でした。 
医師２名看護師６名が、その 3 日

間で 678 人の患者を診察したので、

その忙しさは並大抵のものではな

かったことを印象深く覚えていま

す。しかし同時に、日本であれば即

入院となるくらい具合の悪い人に

対し、薬を飲ませ、数日分の薬を渡

すとすぐに「ビビ(終わり) ガイユ

ーサイパー(お大事に)」と言って帰

ってもらわなくてはならなかった

ことも事実です。 
２ 物資の不足 医療･看護の限界 
 診療中とにかく困ったことが、水

不足です。手が洗えない、汚れたも

のを洗えない、しまいには薬を飲ま

せるための水もなくなり、自分のペ

ットボトルの水も使いきってしま

い、喉がカラカラになりながら看護
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していました。 
また、医療器具も不足しているた

め、使い捨ての針や注射器を消毒し

繰り返し刃が切れなくなるまで使

うということも行わざるをえない

状況でした。 
普段何気なく使い、捨てている物

や水。すべてが不足しているこの場

所に来て初めて、その大切さ貴重さ

に気づかされました。 
普段働いている医療現場が、どれ

ほど機械や器具に頼りきっている

のか、物がなければこれほどまでに

医療･看護のできる範囲が狭く、限

られたもののなってしまうものな

のかということも、本当に強く思い

知らされました。 
３ 患者意識の違い 
 ミャンマーで出会った患者様の

多くは、病院にかかったことがない

ため、自分の症状を上手く伝えられ

ず、診療が終わったあともキョトン

とした表情で何も言わずに帰って

いく人がほとんどでした。日本では

苦痛を上手に伝えて、症状に合わせ

て複数の診療科を併診していかれ

る患者様も多いので、病院慣れして

いる感じを受けます。   
単に診察を受けることに慣れて

いるか否かの違いかもしれません

が、何か、お国柄の違いがあるので

はないかと思ってしまいました。 
 

４ 今後の課題 
 物資の十分な供給が困難な発展

途上国においては、予防的医療や保

健行動の必要性を認識することが

とても大切なことだと感じました。       

日本では、どんな小さな子供でも

知っている｢トイレから出たら手を

洗う｣｢ごはんを食べたら歯を磨き、

きれいな水でうがいをする｣｢体が

汚れたらきれいにする｣など、そん

なごく当たり前に行われている保

健行動に対する知識が不足してお

り、そのために感染症を起こしてい

る人が本当に大勢見られたからで

す。 
以上、私が現地で実際に活動して

強く感じ、考えさせられたことを報

告させていただきました。この他に

も、この活動を通じ、医療という限

られた分野だけでなく様々な分野

の人たちと同じ目標に向かって一

緒に活動していくことのおもしろ

さや素晴らしさ、また本当のチーム

ワークがどういうものなのかとい

うことも知ることができました。ま

たいつかこの経験を生かし、自分の

夢でもある発展途上国での看護活

動をしていけたらと思っています。 


